
No.123 奈良県・五條市（若手職員政策研究推進事業）

【目的】 民間事業者とともに農産物等の地域資源を活かす取り組みを行い、市の魅力を一人でも
多くの人に発信することで、「訪れたい」と思われる活気あるまちづくりを目指す。

【内容】下記内容を支援して頂いています。
○民間事業者と市が一体となるチームの運営（事業者主体とする）
○五條市の地域資源を活用した産業振興、地域のブランディング
○若手職員の課題解決力やシティプロモーション技術の向上

【成果（見込み）】
○市内事業者の特産物を用い、お互いを知る
「食を通した自己紹介」（試食会）実施の支援（R6）
○チーム設立の支援 （R6）
○チームの運営、イベント実施等の実施による地域活性化支援（R7）
○地域産物のPRをおこない、五條市の交流人口の増加(R7～R8)
○地域産物を用いた商品の開発(R7～R8)

   ○職員の課題解決力等の向上（R6～R8）

地域力創造アドバイザー 丸橋 裕史 氏（A534）

活用分野 地域活性化、職員の育成

活用期間（頻度） 令和６年度～令和８年度（予定）（月２、３回程度のミーティングおよび随時相談）

キーワード
＃地域の担い手 ＃魅力発掘 ＃地域産業の活性化 ＃若手活躍 ＃プラットフォーム
＃地域産物 ＃PR ＃賑わい創出 ＃交流人口の増加 ＃伴走支援 ＃ブランド化

イベント出店用のメニューの試作の様子
（五條産の農産物を積極的に活用）

①チーム発足
運営方針等を決定

③活性化の実現へ
チームの自立と継続的な取組を
目指し、取組の輪を県や全国な
ど広域エリアへ

短期（R6年度） 中期（R7～8年度）

②取組検討・実施
地域の課題や参加者のやりたいことの決定

R7：イベントにオリジナルメニューを作り、出店
R8：商品開発

農産物等の地域資源

長期（R9年度～）

R7目標：イベントを通じ「五條の食」を知ってもらう

会議の様子
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